
ISSN 0286-9114

Jidogaku　 Kenkyu

児富学研究

平成14年3月 第32

号

巻 頭 言

　 　京都女子大学児童学科におけ る15年 の"私"の 在 り方 を顧みて……舩 岡三郎………1

原　　著

　　保育園児の長期追跡研究

　　　一学童期における身体発育 ・行動発達と保育開始時期の検討一 ………佐藤益子………3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部律子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　正幸

投影樹木画法 におけ る トラウマ指標 の統合化 とそれ を巡 る2,3の 問題

大 辻 隆 夫 …… …10

研究報告

　　幼児の発達指標についての一考察
一運動性 を中心 に一

転移の反治療的機能について

高木徳子………16

河村麻衣子

安萩美和子………21

菅 田季美

中川美穂子

平野かおり

宮城ゆかり

紹　　介

　　自閉症の障害特性 と支援のあり方
一TEACCHに 学ぶ一

児童学科だより

田川 元康 … ……37

・46

平成12年度　家政学研究科児童学専攻修士論文論題一覧

平成12年度　児童学科卒業研究論文論題一覧

京都女子大学
家 政 学 部児童学科刊



児童学研究　第32号 　 2002

児童学科 だよ り

児童学科公開講座

子 ど もと親 の た めの ゼ ミナ ール(第13回)

　 2001年7月7日(土)13:00～17:30

　 ■心 の悩 み を聴 く体 験 学 習　 　 D校 舎 学 生 ホー ル

　 　 　 　 　 　 ー カ ウ ンセ リン グ実 技 講座 一

　 2001年7月8日(日)　 9:30～12:00

■親子参加の楽しい子育て教室

　第1部 　親子でダンス

第2部 　 【子 ども組】

　　　　 1.輪 に なって踊ろ う

　　　　 2.造 形 あそび

【親 　 　組 】

子育 てグループの話 し合 い

9:30～10:00

10:00～10:30

10:30‾ 一一11:45

10:30～11=45

児童文化 ・児童文学ゼ ミナール(第42回)

　 2001年11月10日(土)13二30～16:30　 　 J525教 室

　講演

　 ■グ リム童話 のか くされ た魅力

　 ■グ リム童話 と読者

体育館

体育館

造形棟

造形 棟

コーディネーター

助　 言　 者

大辻　隆夫(本 学 講 師)

石野 　　泉(本学非常勤講師)

新矢　博美(本学助教授)

新矢　博美(本学助教授)

土田　隆生(本 学 教 授)

佐藤　益子(本 学 教 授)

高木　徳子(本 学 教 授)

村榮喜代子(本学助教授)

衣笠紀玖子(本 学 講 師)

天沼　春樹(グリム翻訳研究家)

岡田　純也(本 学 教 授)

2000年度　家政学研究科児童学専攻修士論文　論題一覧

1)周 産期ハ イ リス ク児の就学前後 におけ る

　　　多動性障害簡易 スク リーニングテス トの検討

2)初 心 カ ウ ンセ ラー のprofessional　 identityに つ い て の一考 察

　 　 一 自 己愛 の傷 つ きに よ る逆転 移 を通 して 一

3)絵 本の題材 に関す る研究

4)白 已 ・対象の境 界線 と自立 ・相互依存の関係性 につ いて

5)高 機能 自閉症 者の コ ミュニ ケー シ ョンにつ いての一考察　 一事例Kを とお して一

6)周 産期 リスク児の就 学前後 におけ る身体発育 ・行動発達に

　　 関与す る リス ク因子の解析

7)幼 児における運動機能の発達の再検討 と描画　一健常群 と発達障害群 との比較一

8)中 山晋平童謡研究

9)幼 児の言語発達の再検討　一健常群 と発達障害群 との比較一

10)女 性 のgender　 identityに つ いて の一 考 察

　 　 　一 母 娘 のPre-Oedipalな 移 行 対 象 関 係 を通 して一

浅野　文子

井上　祐子

岡　　恵子

岡田奈美子

折笠　美穂

金巻　未佐

河村麻衣子

中村　寿江

縄手　恵子

三村　亜矢

　 46
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2000年度　児童学科卒業研究論文　論題一覧

〈児童心理学〉

(指導　星野　命教授)

1)高 校生の 「悪い行為 」観

2>発 達障害児本人の障害 自覚度 と親の養 育態度の変化について

3>女 性 におけ る子 どものi11　'"に対す る質問紙調査

4>子 どもの詑 憶に残 っている両親の0け なす」行為 が現在 の性格 に与wた 結果

5)学 習塾の役割(メ リッ ト・デ メリッ ト)と 学習塾に対す る関係者の意識

6)同 性2人 きょうだい間 におけ る感情 ・意識 ・行動 について

7)幼 稚園 ・保育園環境における色彩利用 と効用の調査研究

8)日 本語教育の必要な外国人児童生徒受け入れ校における現状 と課題

今井　千鶴

小北　雅世

小原佐知子

杉浦　愛子

田中　則子

吉田　優子

廣井　美絵

上村　香織

土師　知子

吉田　美幸

酒井亜希子

田井野幸了・

水井　加奈

(指導　 高木徳子教授)

1)自 閉症児K・Kの 事例研究

2>自 閉症児 丁 ・1の 事例研究

3)知 的障害 児S・Kの 事例研 究

4)自 閉i児T・Eの 事例研究

5)障 害者の表現 力につ いての一考察　 …創作劇 を通 して一

6)自 閉症 児K・Kの 事例研 究

7)ダ ウン症 児N・Uの 事例研究

8)自 閉症 児M・K.の 事例研究

9)自 閉症 児K・Sの 事例研究

10)自 閉症 児S・0の 事例研究

石黒　真子

伊吹　千絵

植田由美子

大江　梨恵

川中理恵子

近藤　　梓

杉村由紀子

瞬中　陽子

　 ::明 子

小島　佳子

中村　由子

福間　寿美

正伯　直子

〈児童保健学〉

(指導　佐藤益子教授)

1)保 育園児の身体発育および行動発達におよぼす保育開始時期の検討

2)周 産期ハ イ リス ク児におけ る多動性障害ス ク リーニ ングテス トの検討

3)胎 児性アルコール症候群の豊環境における身体発育及び行動に関する研究

井上喜美子

東　優里奈

宇野　恭子

尾花　理沙

北野久美子

長尾　敬子

宮久有紀子
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(指導　衣笠紀玖子講師)

1)学 生の 『幼児期 に開始す るおけいこ事』に対す る意識調査

　　　一 自身の 『幼 児期 に開始す るおけいこ事』経験か らみて一

2)子 ども虐待の発生 を減少させ る因子の検討

　　 一養育者 と未婚者の虐待意識の比較から一

3)子 どもの間食の摂取状況について

　　 一主 として子 どもの体型 と母親の就労状況か らの検討一

4)大 学生 の喫煙 の実態　 一喫煙 に対す る意識、 人的環境及び健康状態か らの検討一

5)子 育てにおけ る叱 り方、言葉か けについて

　　 一幼少期 の実体験が、将来 の子育 てに どう影響 を及ぼすか一

6)男 女の イメー ジ、就労、結婚 および子 ども ・育児に対 す る

　　 女性 と男性 の意識の ちがいについて

　　　 一 きょうだい環境 と教育環境か らの検討一

7)幼 児の朝 食摂取状況

　　 一幼児 の生活 リズム と健康 お よび母親の就労形 態か らの検討一

8)「 女性 の生 き方 を求め て」　 一現在の若者 と就労 に対す る意識一

9)家 事労働 か ら見 る女性 の就労　一学童期 の子 どもを持つ女性か らの検討 一

10)子 どもの ほめ方 ・しか り方

　　　一親か ら受け たほめ方 ・しか り方が、

　　　　将来 の子 どもへのほめ方 ・しか り方の意識 に及ぼす影響一

阿部　純子

原　　教子

釜本真佐子

関谷　朋子

谷　久美子

中本奈緒子

小松原史絵

藤原　桃子

堀田祐理子

高木由紀子

中野　貴子

寺崎　智美

松本　奈苗

林　真智子

堀川　里織

松塚　敦子

堀邊　奈穂

本田　幸子

松本　綾子

三宅知恵子

木村　祥子

山本明日美

米澤　裕子

〈児童文化 学〉

(指導　 岡田純也教授)

1)手 塚 治虫漫画の思想

2)金 子みす 〉ｰ詩研 究

3)ア ン ドレ ・ダーハ ン作品研究 　一別冊 翻訳絵本一

4)ピ ー ター ラビ ッ トとその作者 ビア トリクス ・ポター につ いての考察

5)京 都 市におけ る児童館 につ いての考察

6)チ ャール ズ ・M・ シュルツ と 『PEANUTS』 の50年

7)絵 本 「三 ぴ きの こぶ た」研究

石井佑可子

一谷阿貴子

井上　芳子

植田真由実

岡西　理恵

織田　陽子

川崎　敦子
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8)漫 画 「サザエ さん」 に関す る考察

9)金 子みす ・"童謡研 究

10)着 せか え遊 びの歴史的考察

11)児 童の性教 育 に関す る考察

12)林 明子 の作 品研究

13)佐 野洋子絵本 に関す る一考察

14)マ ザー グ0ス わ らべ 唄考察

15)岸 和 田だん じ り祭 の研究

16)京 都 市の都市公 園　 一主 として街 区公園 を中心に一

!7)い もと よ う こ作 品研 究

18)レ オ ・レオ ニ作 品考 察 　一 別 冊 「Mr,　McMouse」 翻 訳 一

!9)ル イ ス ・キ ャ ロル 作 品研 究　 一 ア リス』 を 中心 に一

20)い わむ らか ず お とその作 品 につ いての考 察 　 一 「14ひ きの シ リー ズ」 を中心 に一

21)中 原淳一 の 美 の世 界

小杉　典子

久保　祥恵

下河　訓子

黒瀬　　舞

齊藤真由美

阪田　佳子

西川真由子

柴原　　恵

下野　彰子

須々木佳代

中井美和子

田中美由紀

長谷川和代

森尾友美子

東　　歩美

増田　佳奈

松浦　千絵

宮本　真弓

平　美衣子

(指導　村榮喜代子助教授)

1)童 画におけ る子 どもの描かれ方の変化

2)「 ぞ うのババー一ル」研 究　一理想の家族像 につ いて一

3)キ ュー ピーに関す る研究

4)「 ひ とまね こざる」研 究

5)灰 谷健次郎作 品論

6)児 童文化活動 におけ るキャンプファイヤー

7)お 手玉遊 びに関す る0考 察　 一調査 を通 して一

8)マ ー シャ ・ブ ラウン作 品研究

9)ジ ョン ・バー ニ ンガム作 品研 究

10)「 戦争絵本」研究

11)バ ー ジニア ・リー ・バ ー トンの作 品研 究

12)自 然遊びの研 究

13)デ ィズニーアニ メー シ ョンに関す る研究　一 ヒロインを中心 に一

14)ク レイアニ メー シ ョンの特徴　一 自作 「ひまわ り」 を通 して一

15)鬼 の児童文化 的考察　一絵本 を通 して一

16)伝 承玩具 に関す る考察　一 メンコの調査 を通 して一

17)NHK「 みん なの うた」研究　一1960年 代 を中心 に一

18)赤 羽末吉絵本論 　一昔話絵本 を中心に一

19)壺 井栄 の児童文 学作 品研究　一家族 との関わ りを通 して一

20)「 サザエ さん」研究

21)『 子供之友』研 究　一 『子供之友』の教育観一

22)玩 具の本質 につ いての一考察　 一調査 を中心 に一

岩井奈奈子
詣rT-」里 　　　日 郎
f-.1=F　 　日日1V

押切　紀子

笠野　朋子

粕谷　由貴

佐久川範子

佐藤真知子

佐野友佳子

澤　　陽子

下田真貴子

杉浦　美絵

高野　菜津

竹内　美帆

津和野歩佳

西田とも子

西山　恵子

野田　明子

宮本やすこ

宮脇こころ

村田　容子

森本真紀子

大和　由佳

一49一
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23)地 蔵盆 に関す る一考察　一聞 き取 り調査 を中心に一 山本菜穂子

〈児童教育学〉

(指導　舩 岡三郎教授)

1)幼 児期 に受 けた虐待 がその子 どものパー ソナ リテ ィー に与 える影響 につ いて

　　　一 ある2人 の男性 の事例 を通 して一

2)遊 戯療 法におけ る臨床像 に関す る一考察

3)少 年犯罪におけ る心 的 メカニ ズム とその力動性 につ いて

　　 一西鉄 バ スジャック事件 を通 して一

4)愛 情飢餓感 が引 き起 こす非行現象、 その解決策 につ いての一考 察

　　 一あ る保護観察所 の事例 を通 して一

5)人 間の人格形成 のあ るプ ロセス

　　 ー過教育 ・過干渉 ・過期待 を受 けた人のカ ウンセ リングの事例 を通 して一

6)神 戸連続児童殺傷事件における少年Aの 人格形成に与えた

　　 母親の躾の影響について

7)強 迫性 障害 につ いて　 一 ある少女 の事例 をもとに して一一

8)愛 情飢餓感 と愛 の過要求 について　 一あ る中学生の少女Cの 事例 を通 して一

9)カ ウンセ リングにおけ る人格の変化の過程 につ いての一考察

　　 一愛 を求 め る衝動 を中心に一

10)James,　 Mannの12回 法 によるブ リーフセラピーのプ ロセス及 び効果につ いて

11)母 親 と娘 におけ る心理的葛藤　一 自立 と依存の観 点か ら一

12)一 被虐待 児に関す る事例研究　一虐待 のプロセス及び心 の障害 のプロセ スー

13)教 師の養育態度 に対す る"い じめ"と 攻撃性お よび劣 等感

　　　一筆者 の観察 と体験 による一

14)カ ウンセ リングにおけるパー ソナ リティの変化について

　　　一Mさ んの事例 を通 して一

尾方　由佳

下原　友紀

尾山　千春

梶　　圭子

若林　麻子

川口　文美

中田　里子

榊原　温子

土井奈緒子

高橋　陽子

徳田佑梨子

谷原　玲子

垂水　聖子
ノ^、↓キ　　　量 」≒
廿1'コ 　 　 天 羊 』

西山　知里

水船　綾子

袴田　　文

平田由希子

武藤　桃子

田上　沙綾

野村　恭子

(指導　大辻隆夫講師)

1)現 代 の大学生 にお けるジェンダー意識につ いて

2)長 子に対す る意識が妹 のパー ソナ リティ形成 に及ぼす影響

　　 一高校生女子 を対象 として一

3)二 人 きょうだいにおける出生順位 と性格特性 の関連 につ いて

4)発 達段階 におけ る母親の職 業経験の有無 と

　　 大学生 の就職観 ・家庭観に関す る一考察

青木　みか

大崎　祐子

原田万祐子

青野　麻紀

阿部　真弓

石川　 恵理
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投稿規定

5)幼 児期における両親の夫婦関係が子 どもの性格形成に及ぼす影響について

6)イ ヌバ ラ訓練 法に よる初心者の訓練効果に関す る一研究

　　 一投影樹木 画法 を利用 して一

7)投 影樹木画法における教示法の違 いに関する実験的研究　一大学生を対象に一

8)友 人関係におけ るお互いの性格 に対す る知覚 とその一 致傾 向にっいて

9)カ ウンセ リングの効果

　　 一 グループ ・カウンセ リングにおけ る人格 の成長 的変化一

蝶野　浩子

中田早由美

岩破　三紗

三木かおり

数永　友香

中村　祐子

柴田　　愛

南　　尚子

西川　摩耶

畑中　智子

市来　　由

〈投 稿 規 定〉

1.本 誌の投稿 資格 は,京 都女子大学家政学部 児童学科所属の教職員お よび編集委員会 が必要 と認

　　 め た もの とす る。

2.本 誌は児童学 の諸領域 に関す る原著論文,綜 説,評 論,研 究報告,情 報,紹 介,書 評,お よび

　　 児童学科 の諸活動 に関す るニュー ス,そ の他 な どを掲 載す る。

3.原 著論文 は未公刊の ものに限る。

4.一 論文の長 さは,原 則 として400字 詰原稿用紙50枚 まで とす る(図 表 も含 む)。 ただ し,編 集委員

　　 が とくに必要 と認めた ものはこの限 りではない。

5.印 刷 に際 しては,原 則 として無料 であ るが,と くに費用 を要す るものには著者が負担 しなけれ

　　 ばな らない場合 があ る。

6.執 筆要領:

　 (1源 稿は,横 書 きを原則 とし,当 用漢字,新 かなつか い,算 用数字 を用 いる。外 国語 はすべてタ

　　 イプで打つ。

　 ②外国の人名 ・地名 は,原 語 を用 いる。その他の外国語には,な るべ く訳語 をつ け る。

　 (3)図表 ・グラフには原則 として欧文 の タイ トルをつけ る。

　 (4)参考文献 は,本 文 の終 りに原則 として,著 者の姓 を基準にA,B,　 C順 に配列す る。 同一著者

　　 では年次順 とし,さ らに同年の場合 は,1968a,1968b,の ように区別 する。

　　 文献 の書 き方は以下 の例示の ようにす る。

〔雑　誌〕

1 Biederman J, Steingard R (1989) Attention-Deficit Hyperactivity Disorder in Adoles-

 cents. Psychiatric Annals 19 : 587-596.

　 2　 佐藤益子,水 田隆三(1986)低 出生体 重児の行動発達一学童期 におけ るソフ トサ インー　児童

　　学研究　 16:3-13.

〔単行本〕

3 Touwen BCL, Prechtl HFR (1970) The neurological examination of the child with minor
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nervous dysfunction. Clinics in Developmental Medicine  38  : London, Spastics Interna-

tional Med.  Publ..

4　 寺道 由晃(1986)日 常生活指導,三 河春 樹(編);ぜ んそ く児療養 の手引 き:東 京,金 原 出版,

　 15-48.

　　 〈注〉機関誌は巻,号,頁 の順 とする。単行本は著書名,出 版地,出 版社,引 用頁 とする。機関誌名

　　　　　は,著 名なものに限 り略記 してもよい。

(5)本文 中に参考文献 を引用 した場合 は,原 則 として著者名 ・出版年号のみ を記載す るこ と。

(6)論文 には,欧 文 の表題 著者名,所 属 を必 ず添附す る。

(7源 著論文 には,原 則 として タイプ用紙2枚 以 内の欧文抄録 をつ けること。

7.執 筆者に対 しては,当 該論文 を単位 として,別 冊30部 を無料 で贈呈す る。 それ以上 の希望 があ

　　る場合 には,そ の実費 を負担 しなければな らない。

8.原 稿の採 否は本誌編集委員会 に よって決定す る。

0.原 稿 は,京 都女子大学家政学部 児童学科 「児童学研 究」編集係宛に とどける もの とす る。
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〈本誌刊行規定〉

1.本 誌 「児童学研究」 は,京 都 女子大 学家政学部児童学科の研究 活動 ,お よびそれ に関連す る諸

情報 を公報 す るこ とを目的 として刊行 され る学術研 究機関誌であ る。

2.本 誌の刊行 は,原 則 と して当該年度 に一冊 とし,年 度に関係 な く通 しナ ンバー を もって表示す

　る。

3.本 誌は,児 童学科 関係教職員お よび学外 の児童学関係 者に配布 され る非売 品であ る。

4.編 集委員会 は,児 童学科教 室会議 を構成 す る教員 メンバーに よって組織 され,そ の代表者(以

下,編 集責任者 とい う)は,当 該年度 の児童学科 図書委員 をもってこれ にあて る。

5.本 誌の刊行責任者は,当 該年度 の児童学科主任 とす る。

〈編 集 後 記〉

　 発行 が少 し遅 れま したが,児 童学研究32号 を

お届 け します。

　 巻頭言は,こ の3月 をもってご退職 され ます

舩 岡三郎教授 よ りいただ きました。先生は カウ

ンセラー として も50年 の経験 と聞いてお ります。

また,ご 在職15年 間に本学科 に,カ ウンセ リン

グを定着 された熱意 ある教 育は,現 代社会 が求

め る優 れた人材 として,多 くの卒業生 を送 り出

す ことが出来 ました。今後,ど う継承発展 させ て

い くか,私 たちに課せ られた責任 ある課題 です。

　 今号 は,原 著論文2編,研 究報告2編 に加 え

今年 後 よ り就任 され ま した,田 川元康 教授 の

TEACCHプ ログラムの紹介 をご寄稿 いただ き

ま した。

　読 者諸氏の ご投稿 をお待 ちいた してお ります。

また,掲 載論文等 に対 しての,ご 意見 ご感想等

もいただければ あ りがたいです。 その際 には,

連絡先 など明記 していただ きた くよろ しくお願

いいた します。

　　　　　　　　　　　　　　 (村榮喜代子記)
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